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1. 事業の概要 
 
  (1)国際開発研究会 
 
  国際開発研究会は、開発途上国の現状について強い関心を持ち、「開発とは何なのか、そして、
これまでの開発はどのような考え・理論に基づき、 また、どのような手法で行われてきたのか」
といったこと大学の講義を受けたり勉強会を行ったりしていた新潟大学の学生が中心となって

2006 年 11 月に発足しました。現在は新潟大学という枠組みにとらわれず、他県の大学生や大学
院生、若手教員、開発途上国に関心を持つ社会人が参加する会となっています。 
  学生を中心としたメンバーが知識・心構えの土台を固めたうえで、実際に開発途上国を訪問し
て現地の方々にお会いし、話して、自分の生き方・ 考え方に磨きをかけ、「百聞プラス一見」の
力を得て、社会においてそれぞれの立場で、国際協力に関わっていくことを目指しています。 
 
  (2)事業の目的 
 
  開発途上国の事例として、「アフリカに一番近いアジアの国」とされるマダガスカルの社会、自
然、文化、若者の意識や暮らしについて学び、交流し、その結果を日本の若者に発信することを

目的として、この事業を計画しました。 
  具体的には、マダガスカルの開発や社会に関する事前の勉強の後、同国を訪問して「開発途上
国」の事例としてのマダガスカルの開発や社会の事実から学ぶとともに、現地の若者やそのほか

の方々の意見を伺う等して、相互の理解を深め、また、同じ人類の一員としての一体感を強める

ということを目指しました。 
  その結果は、学生向け及び市民向けの報告会を行うとともに、インターネット等で発信して、
他の若者等と広く共有できるようにすることとしました。 
 
  (3)マダガスカル選定の理由 
 
  私たちの親の時代に比べ、円が 3 倍ほどに強くなった一方で、国際航空運賃が格段に安くなっ
たため、私たちも海外に容易に行けるようになりました。しかし、その行き先は、先進国とアジ

アの国々が中心であり、特に開発途上国に関しては、人類社会の共有意識の下に、これまでのア

ジアの人たちとの相互理解・交流の基礎を拡大させる形で、より幅広い理解・交流を目指す必要

があると考えています。 
  その点、マダガスカルは、地理的・経済的・政治的にはアフリカであるものの、インドネシア
から移動していった人たちが初めて居住して社会の基層を形作っており、「アフリカに一番近いア

ジアの国」(山口洋一・元駐マダガスカル日本大使の著書の副題)と言われるように、大変アジア的
な国です。2004 年に映画「マダガスカル」が広く上映されたことにより、関心を持つ日本人が、
特に若者の間では多くなっています。そして、それに先立って、メンバーの多くが暮らす(但し、
他県で生まれ育った者が多数になっています。)新潟においては、ジョスラン・ラディフェラ駐日
マダガスカル大使の御尽力もあり、2004年以来、同大使をお招きしてのシンポジウム、その機会
に設立された市民レベルの新潟マダガスカル友の会による活動、2006 年秋の同大使による県立
中等教育学校での国際理解授業の実施と新潟大学での公開の特別講義、マダガスカル在住の女性

を招いての同年春の新潟青稜大学でのマダガスカル講演会等が行われています。 
  また、人類社会の共有意識を得る上では、比較的遠い場所であることに加え、開発途上国の開
発問題について強い関心を持っている者のグループとしては、開発が遅れているとされる国の

人々の状況を見ることが、とりわけ重要です。その点、マダガスカルは、世界銀行の 2007 年の
報告では、「1日 1ドル以下で生活」する人の割合が 6割を超え、そのようなデータのある国の中
では下から 5 番目の「貧困国」とされています。しかし、平均寿命、識字率、就学率、1 人当た
り GDP を用いてその国の人々が自分たちの生活を良くする力を総合的に示した国連開発計画の
「人間開発指数」に関しては、2007年の報告において、マダガスカルは、下位ではなく、中位グ
ループの中の下位の開発途上国になっています。そのように、お金で見ると最貧国、しかし、自

分たちの生活を良くする力は比較的大きい国の実態を見ることで、より多くのことを学べると考
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えました。(実際、その通りだったのです。) 
  以上のような認識と状況から、私たちは、開発途上国の事例として、「アフリカに一番近いアジ
アの国」とされるマダガスカルの社会、自然、文化、若者の意識や暮らしについて学び、交流し、

その結果を日本の若者に発信したいと考えたものです。 
  なお、実施に当たっては、上記のような駐日マダガスカル大使他の方々の御協力のお申し出も
頂いていました。これは、的確に訪問先や交流相手を選定して効果的な訪問を実現する上で、非

常に重要なことでした。また、事故等の万が一の場合にも、現地に協力者があることは、非常に

心強いことです。更に、マダガスカルを訪問する日本人が限られているため、現地の日本大使館、

JICA、元日本留学生他の日本に縁のある方々等との連絡も密接にできるということも強みです。 
 
巻末資料 
資料 1  「開発」とは何か 
資料 2  マダガスカルという国 

 
2. 事前の勉強会 
 
  各自がマダガスカル等について研究するととともに、13回ほど集まって、勉強会及び現地の学
生との交流会のプレゼンテーションの作成等を行いました。 
  そのうち 1回の 7月 16日は、2006年末まで 2年間、青年海外協力隊員として国立ツィンバザ
ザ動植物公園を拠点にマダガスカルの生態調査をされ、現在は仙台市八木山動物公園で、同動物

公園とツィンバザザ動植物公園との姉妹提携を担当されている田中ちひろさんに来て頂きました。

但し、貴重な機会であるので、広く一般に解放し、「新潟大学「平和学」副専攻科目「国際開発協

力演習(環境と開発)」一般開放講義+国際開発研究会「アジアの国マダガスカル訪問・交流事業」
(三菱銀行国際財団助成事業)勉強会  田中ちひろさん講演マダガスカルの社会、自然、暮らし―青
年海外協力隊活動の体験から―」として開催しました。実際、この会には、学生、市民、新潟県

青年海外協力会会長の藤田純子さんを始めとする元青年海外協力隊員の方々、新潟大学の教員・

事務職員等が参加しました。 
  そのほか、マダガスカルの教育の制度と実態、社会の習慣等について、マダガスカル在住の浦
田あゆみさんの一時帰国の機会に時間をとって頂いて、東京在住の参加者が話を伺うこと等もし

ました。 
 
巻末資料 
資料 3  田中さん講演会 

 
3. マダガスカル訪問・交流 
 
  (1)訪問箇所 
 
  マダガスカルの国土面積は、日本の国土の 1.6 倍もあります。また、道路が未整備であるため
に長距離移動には飛行機を選択せざるを得ないものの、運賃が高い上、時間も不正確という課題

があります。加えて、首都を含む中央高地以外ではマラリア等のリスクが高いことも課題です。

そのため、訪問先は、首都近辺の中央高地の中から選定しました。 
  具体的訪問先の選定は、ジョスラン・ラディフェラ駐日マダガスカル大使(2007年 11月に駐米
大使に御栄転。) (政府機関訪問等を御紹介下さいました。)、国際協力機構(JICA) (ODAや開発問
題についての説明、青年海外協力隊員訪問)、国連開発計画(UNDP)マダガスカル事務所(プロジェ
クトや NGO の訪問)、新潟マダガスカル友の会(マダガスカル・ガールスカウト連盟の紹介)、マ
ダガスカル・ガールスカウト連盟(現地の学生との意見交換会)等の御協力の下に行いました。 
  具体的訪問先は、次の日程表に示した通りです。 
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  (2)訪問日程 
 
  マダガスカル訪問の日程は、学生及び大学教員である参加者の都合、航空運賃の季節変動、現
地の気象条件及び週に 2 便だけのバンコク・アンタナナリボ間のマダガスカル航空の運行状況か
ら、9月 7日(金)から 21日(金)までとなりました。なお、当初は 20日(木)帰国の予定であったも
のが、バンコク・成田間の便の混雑のために、帰国を 1日遅らせたものです。しかし、その結果、
世界遺産の古都アユタヤを訪問することができ、その結果、タイの歴史、世界遺産、森林伐採禁

止を受けて観光用に転用された象を通じてタイの森林問題等を学ぶ重要な機会となりました。 
 

マダガスカル訪問日程: 2007年 9月 7-21日 
日(9月) 行動 

15:00成田空港集合 
18:30成田発  ユナイテッド航空 UA837 

7(金) 

23:10バンコク着 
8(土) 01:10バンコク発のマダガスカル航空MD11便で 07:55アンタナナリボ着の予定であった

が、機体に問題が生じたためにマルセイユまで行って修理してくるとして、空港内のホテ

ルに全員シングルの部屋が与えられた。 
18時間近く遅れてMD11は漸く出発し、深夜にマダガスカルに到着。ホテルに依頼して予
約し、時刻変更もしておいたワゴン車でホテル・サカマンガへ。 
遅い朝食の後、8日(土)に予定していた飲料水等の必需品の買い物を、日曜日には 13時で
閉まるスーパーマーケットでまず行う。この日午後にはツィンバザザ動植物園を訪問の予

定であったが、町に慣れることを優先して 1週間後に延期し、午後は市内散策。休日は休
みの市場の外で果物等を売る人が多かったので、そこも訪問。 

9(日) 

アンドゥリアマンジャトゥ元郵政・通信大臣御夫妻御招待により同邸で夕食を頂く。大臣

とその父君(元国会議長)のピアノ演奏、夫のピアノに合わせての夫人の歌等、大歓待を受
ける。 

08:30日本大使館に河上書記官を訪ね、安全対策等について助言を頂く。その後、新潟大学
出身の宮村医務官に面会の予定であったが、御不幸のため急遽帰国され、面会は取りやめ。

齋藤は、アンドゥリアマンジャトゥ夫人及び同夫人の知人の医師の案内で市内の公立病院

を訪問。 

10(月) 

14:00-15:00JICA事務所で、外川所長他から、日本の援助やマダガスカルの開発課題につい
てお聞きする。齋藤は、更に、保健・医療協力の担当者からお聞きする。 

11:00-12:30、自然林保護や農民の生活向上のための事業を行う NGOの FANAMBY訪問。
ラジャウベリーナ専務理事から、従来の活動を拡大し、伝統米(赤米)とバニラのフェア・
トレードを始めたこと等についてお聞きする。 
齋藤は、サン・フランソワ診療所・産院を訪問。 

14:00-16:00 アンタナナリボ大学訪問。一橋大学博士課程修了の Lalaina Razafiarison教
授を訪ねると、構内を案内して下さるとともに、京都大学で鳥類学を研究して学位を取得

した教授、明治大学で経済学の学位を取得した教授、唯一の日本人学生等を紹介して下さ

った。 

11(火) 

17:00 仕事に厳しい大統領の下、超多忙の中、時間をとって下さったイヴ・ラザフィマヘフ
ァ大統領府国家開発計画事務総長を訪問。このように日本から学生たちがマダガスカルを

訪問することの意義を高く評価する言葉等、暖かい歓迎を受ける。 
10:00 環境省管理下の特殊法人として国立公園他自然保護区の管理を行っているマダガス
カル自然保護区管理協会(ANGAP)を訪問。面会予定の管理部長は急に南アフリカに出張
となったが、Mme Sahondra Tiana ANDRIAMANGA情報システム課長他から、国立公
園管理システム等について伺う。 
齋藤は、マハジャンガの JICA母子保健プロジェクトを訪問。 

12(水) 

14:00-17:30 アンタナナリボ大学学生他との交換会。日本側からは、食料自給率の低下、都
市問題、自然環境等、日本が直面する諸課題についてパワーポイントを使って報告。(環
境庁会議室) 
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13(木) アンジュズルベの先にある UNDP担当の地球環境ファシリティー・プロジェクトを
FANAMBYが実施している残存自然林保護と隣接農家の収入向上のプロジェクトプロジ
ェクトを訪問。 
齋藤は、アンツィラベのアヴェ・マリア病院・産院を訪問。 

08:00-15:00アンブヒチャンガヌ小学校に派遣されている青年海外協力隊員長塚未来さんを
訪問。帰路、小学校の管理費を得るための野菜を売りに首都に出る長塚さん同乗。 

14(金) 

夕刻、アンダシベ・マンタディア国立公園に隣接する宿 Buffet de la Gareに移動。森林に
隣接するこの宿は湿気が多く、翌朝、一部の参加者の体には、ダニと思われる虫さされの

跡が見られた。 
15(土) 施設やガイド等の管理システムがよく整備され、来訪者も多く、50%が地域の小規模開発に

回される入園料収入、また外貨を稼いでいるアンダシベ・マンタディア国立公園(主にイ
ンドリ保護区)を訪問。人力車が多い等の特徴のある地方都市の例でもあるムラマンガの
町に立ち寄った後、アンタナナリボに戻る。 
首都付近の青年海外協力隊員 3名、首都にとどまっていた長塚隊員、歯の治療に来ていた
地方の村の隊員 1名とホテル・サカマンガ中庭のビュッフェ昼食をとりながら意見交換。

16(日) 

午後、ツィンバザザ動植物公園を訪問して、市民の日曜日の過ごし方等を見る。 
07:45 アンタナナリボ発  MD10 
22:20 バンコク着 

17(月) 

ホテルへの往復のために予約しておいたワゴン車が見当たらないため、その場で別会社に往

復を予約して利用。Hotel Ibis Siam泊。 
18(火) 10:30-12:00FAOアジア・太平洋地域事務所訪問。小沼次長他が説明して下さる。内容は、

FAOの活動に加え、国際機関で働くための条件、現場経験の重要性等も。 
午後、チャオプラヤ川の定期船に乗って町の成り立ち等を学ぶ予定であったが、軍のお祭り

の演習のために川が閉鎖され、運休のため、近くのタマサート大学を訪問。帰路、ホテル

方向の深刻な渋滞のため、タクシーが次々と乗車拒否。乗せてもらえた 1台に乗れなかっ
た者は、結局苦労してバスを乗り継いでホテルに戻る。 
夕食は宮田顧問の知人のタイ人とタイ料理。 

19(水) 午前、国連環境計画アジア・太平洋地域事務所訪問。日本の環境省から派遣の西宮次長が、

活動等について説明して下さる。また、カフェテリアでの昼食の後、国連ビル内を見学。

スコールがやむのを待った後、チャオプラヤ川に行き、上流のノンタブリまで定期船で往

復して、町の成り立ち等を学ぶ。 
夕食は、宮田顧問の知人の別のタイ人とタイスキヤキ(しゃぶしゃぶ)。 

20(木) 第 2代タイ王朝の首都だった世界遺産アユタヤを見学。(当初計画にはなかったが、飛行機
の混雑により帰国を 1日遅らせたために実現。しかし、タイを学ぶ上で大変有意義であっ
た。) 
夕食は UNEP西宮次長と、タイ人経営の和食レストランで。 
04:15 予約しておいたワゴン車で空港へ 
06:50 バンコク発  UA838 

21(金) 

15:00 成田着、入国・税関手続き後解散 
 
巻末資料 
資料 4  マダガスカル訪問行程図 
資料 5  マダガスカル訪問地図 
資料 6  訪問写真 

 
4. 訪問・交流の成果 
 
  今回マダガスカルを訪問し、交流したことで、私たちは非常に多くのものを得ました。そのこ
とで、更には、下記報告会やインターネットによる発信以外の個人的その他の関係を通じて、色々

な人に成果を広めることができつつあると考えています。 
  しかし、参加者それぞれの専門が大きく異なるので、各参加者にとっての成果も異なります。
そこで、各参加者自身にとって最も大きな成果であったと考えるところを以下に記します。 
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高橋拓也 

 
  私がマダガスカルを訪問して得たことの一つは、思い描いていた貧困国の負のイメージや統計
数値と、現実との間のギャップを認識することが出来たことです。もちろん、イメージと合致す

る社会も存在するかもしれませんが、貧困国の全てがそうだというわけではないのです。 
  「開発」というと、途上国の困っている人たちに、先進国の人が救いの手を差し伸べるといっ
たような、強者が弱者を救うようなイメージを先進国の人々は持ってしまいがちです。そもそも、

「先を進んでいる国」という意味を持つ「先進国」という呼び名に違和感を持つべきなのかもし

れません。実際の開発は、そのようなものではなく、「問題を解決するためには何をするべきか、

同じ視線で議論をして、決定していくこと」だと、今回マダガスカルを訪問し、交流してみて実

感しました。 
  また、マダガスカルの人たちに会う以前の私は、貧困という悪を憎む義憤といいますか、弱き
を助ける正義心といいますか、そういった心情をモチベーションの原動力として開発に関わろう

としていたように思えます。マダガスカルの人たちに会って、一緒にご飯を食べ、意見を交換し

合って、気づいたら以前のような考えは無くなってしまいました。今はただ、単純にその恩返し

がしたいのです。 
  現地を訪れ、「開発というものは肩肘張って関わるものではなく、一緒に何かを楽しんで行いた
いという気持ち、あるいは恩返しのように、もっと明快でポジティブな動機で関わってよいもの

なのだ」という考えが私の中に生まれました。このような、精神面での大きな成長が、私にとっ

て一番の収穫です。私は今後、何かしらの形で途上国の問題に関わっていくと思いますが、マダ

ガスカルで見て、聞いて、感じたことを、日々活かしていきたいです。 
 
高橋寿明 

 
 アンタナナリボ大学の学生と交流する機会がありました。そこでは、私たちが日本の文化、社

会、自然、歴史などについて写真を使用しながら紹介しました。その発表に対して、学生の方々

から英語で質問がありました。私たちは、その質問に対して、四苦八苦しながら英語で対応しま

した。彼らはマダガスカル語、フランス語、英語を話し、さらに日本語を勉強しているとのこと

でした。交流会終了後、十数名の学生が私たちのメールアドレスを聞きに来てくれました。その

時に、アドレス交換をした学生とは、半年過ぎた今でもメール交換をしています。彼らの学業へ

の意欲に対して、私も学ぶことへ奮起されています。 
  また、今回の訪問では、開発問題に携わっている団体を訪問し、現地での開発の実態に触れる
ことができました。開発の問題は、現地の自然状況、文化、歴史、社会状況に根付いていること

がわかりました。各種団体の開発問題への取り組みの話を聞くことによって、現地の歴史や文化、

社会状況などに触れることができました。開発の主人公は、現地の人々であるため、開発を良き

ものとするためには、彼らの背景を理解することが不可欠となります。 
 今回の訪問で出会った JICA の青年海外協力隊員の方が「最初私もマダガスカル人になろうと
思った。でも、彼らはマダガスカル人で、私は日本人であることは変わらない。私は日本人で、

私に出来ることをしよう。」と言っていたことが、私の心に残っています。 
 
坂牧光恵 

 
  私がマダガスカル訪問で学んだことは、彼らの国の文化・風土・自然・生活様式そのものです。
日本の生活や地図の上の勉強では得ることのできない新たな発想を私にもたらしてくれました。

例えば訪問したマダガスカル政府関係者の方のお話や現地の NGO、大学の先生や学生、それぞれ
の立場から具体的に自国について、関心事について考えを聞けたことは、大変大きな成果になり

ました。私が日頃考えている「農業」、「開発」、「援助」、「貧困」、「政治」、「人種」、「人間性」な

どに対する意見と現場での意見とを比較することができ、初めて自分の考えを取捨選択できたか

らです。 
  そして、現地の青年海外協力隊員訪問でも感じたことですが、現実に日本にあるような物や十
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分な現金がない中でも、今できる具体策をやってみることの重要性を感じました。情報が行き渡

り、グローバリゼーションという地球の縮小化で世界は満たされていると思っていました。物事

も、日本のように回りくどく、動いていくまでに時間を要するものだと思っていました。しかし、

自分の行動は何も介さない。語弊のある言い方かもしれませんが、頭でなく、口ではなく、体が

できる、行動できるのが人間だと、改めて気付かされました。 
  今でも、何かを判断する時、現地の人々の笑顔を思い出しています。一見貧しい、原始的など
と言われるような彼らの生活、土と植物の葉で作った家、川での洗濯、古いタクシー、舗装され

ていない道路、どこでもやはり彼らの笑顔は輝いていました。“当たり前”のことの違いは、私の

生活に大きな影響を与えています。彼らの生活こそ効率的だと私は感じたからです。洗濯板での

洗濯、ろうそくの利用、携帯電話を持たないこと、日本では必須だと感じることを見直したら、

本当に心身ともに楽になりました。 
  今後も彼らの生活を学ぶべく、交流を続けていきたいと思います。 
 
武内貴之 

 
  今回のマダガスカルのスタディーツアーを通じて得たことは大きく分けて二つあります。 
  一つ目は、マダガスカルの教育制度について実際の現場を訪問して、その様子をリアルに感じ
ることができたことです。 
  マダガスカル訪問の前に、現地の学校建設のプロジェクトに携わっていた方から、マダガスカ
ルの教育制度の概要についてお話を聞く機会を設けていただきましたが、それに加えて現地のア

ンブヒチャンガヌにある小学校を訪問することで、具体的にどのような教育活動がなされている

か知ることができました。 
  JOCV(青年海外協力隊)の隊員が派遣されている学校は、備品などが不足しているという課題を
抱えつつも、村の人々と隊員の方が協力して作った野菜を売った資金を基に、外部の資金に依存

しすぎない教育活動がなされていました。 
  同時に隊員の方は備品の充実していない学校で、アイデア勝負で教育活動に取り組んでいるこ
とが分かりました。マダガスカルの伝統的なスポーツの普及活動など、現地にあるものを最大限

に利用した取り組みから、地域に見合った教育活動がなされている様子を感じ取れました。 
  二つ目は、現地の様子をビデオカメラで記録して、編集した動画をインターネット上で配信し
て、マダガスカルの様子を伝えることができたことです。 
  インターネットや事前学習の資料などでマダガスカルがどのような国なのか、事前に学びまし
たが、現地の雰囲気は十分にはつかむことはできませんでした。そのため、私は体験したマダガ

スカルのリアルな様子を伝えるために、訪問中は現地の人たちの許可をもらいながら、出来る限

り撮影をしました。 
  バナナ市場では、なかなか言葉が通じず戸惑いましたが、現地の人たちの温かい対応を感じま
した。また、現地の大学生との交流会では、私たちが日本の紹介をすると、それに対してたくさ

んの質問を受けました。彼らが日本語やアニメに興味を持っていることから、日本にとってマダ

ガスカルは決して遠い国ではないと実感しました。 
  動画を見てくれた人たちからも、さまざまな意見をもらえて参考になりました。私の動画から
マダガスカルの様子を感じ取ってもらえたことは嬉しいことです。これからも、動画を少しでも

多くの方に観てもらい、マダガスカルのリアルな様子を伝えていけるように取り組みたいと思い

ます。 
 
齋藤君枝 

 
 平成 19年 9月にマダガスカルを訪れ、主に医療保健の現状や JICAが行っている国際協力支援
活動を見せて頂きました。マダガスカルでは、栄養状態が不足し、不衛生な環境の中で暮らしを

している人々が多く、マラリア感染や呼吸器感染症、下痢などで亡くなる割合が高くなっていま

す。2006 年人口白書によると、マダガスカル国民の平均寿命は 56 歳で、日本の男性 79 歳、女
性 86 歳と比べると大変短く、妊娠中や出産で亡くなる母親の割合を見ると、マダガスカルでは
10万人中 550人に対し日本では 10人、5歳未満の子供が亡くなる割合はマダガスカルでは 1000
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人中 118人に対し日本では 4人と大きく異なっています。また、一人の女性が産む子供の数はマ
ダガスカルでは平均 5.04 人、日本では 1.25 人です。マダガスカルでは多くの子どもが産まれて
も亡くなる割合が高く、人々がより健康で長く暮らすには、生活環境を整えたり、栄養を改善し

たり、医療サービスを充実させたりといった政策と国際協力支援が必要です。 
 JICAでは、母と子の健康支援を目指す母子保健の改善プロジェクトやエイズを予防する感染症
対策プログラムを実施していました。活動の主体となる専門家や海外青年協力隊の方たちは、マ

ダガスカル人と現地語でコミュニケーションを交わしながら地方で生活し、文化に溶け込み、直

接母親や子どもに対する医療サービスを行ったり、医療システムについて検討したり、医療専門

職の育成に関わっていました。人や物資が不足していても、マダガスカルの住民や専門職の人た

ちに健康に関する正しい知識や医療保健の技術を伝えることで生活を少しずつ変化させていくこ

とができます。マダガスカルはおだやかで働き者の方が多く、調和を大切にする風土がありまし

た。JICAの支援はマダガスカルの人々の努力とともに、時間をかけて成果を上げていくのではな
いかと感じました。 
 この度、研修を支援してくださった三菱銀行国際財団の関係者の方々には心よりお礼申し上げ

ます。 
 
5. 報告会 
 
  (1)学生向け報告会 
 
  10 月 28 日(日) 13:00-17:30、新潟大学総合教育研究棟「地域・国際交流室」で学生向けの報
告会を、夏休みにインドネシアを訪問した農学部の学生たち及びキューバを訪問した同学部の学

生と合同で行いました。その際、8 月に御夫婦でマダガスカルを訪問されたナチュラリストの藤
田久さん(元高校生物学教諭)も、マダガスカルの紹介のパワーポイントを見せて下さいました。 
 
  (2)市民向け報告会 
 
  12月 16日(日) 13:30-16:00、新潟市内の「クロスパルにいがた」で、市民向け報告会「大学生
の見た開発途上国 inマダガスカル―現地の写真と映像から―」を実施しました。 
  なお、広報には、公民館等の市の施設にチラシを置いたりポスターを貼ったりしたほか、開発
途上国に関心を持っている人たちのために週に 1 回東京で発行され、全国に配信されているメー
ルマガジン「Developing World」の行事案内にも掲載して頂きました。 
 
  (3)報告会での報告内容 
 
  学生向け報告会、市民向け報告会においても、ほぼ同じ報告手段を使いました。つまり、宮田
顧問から全体の日程、訪問先等を紹介した後、各参加者から、パワーポイントで、強く印象に残

ったこと等を説明しました。但し、武内は、首都アンタナナリボの市場で値切りながらバナナを

買ったこと、「青少年活動」のために村の小学校に派遣されている青年海外協力隊員を訪問した時

のこと及びマダガスカルの学生たちとの交流会を行ったことを取り上げてビデオを作成し、上映

しました。この報告書の末尾の資料編に、各自のパワーポイントの内容及び武内のビデオのキャ

プチャー画面を掲載します。但し、宮田顧問のパワーポイントは、同じ資料編の訪問写真と重複

するものが多いため、掲載を省略します。 
  それぞれの報告テーマは、報告順に次のとおりです。 
 

宮田春夫(顧問) マダガスカル訪問概要 
坂牧光恵 私の会ったMalagasy (マダガスカル人) 
高橋寿明 マダガスカルで見たもの 
高橋拓也 ビジネスは貧困問題を解決できるか 
齋藤君枝 マダガスカルの医療から見えた人々の暮らし 
武内貴之 スタディーツアー イン マダガスカル (ビデオ) 
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巻末資料 
  資料 7 報告会(ポスター、報告資料) 
 
6. 報告会以外の情報発信 
 
  (1)インターネットによる発信 
 
  次のところに会のウェブサイトを設け、今回の訪問・交流とその成果を紹介し、若者等が「開
発」とは何かについて考えられるようにしました。 
 

http://kokusaikaihatsuken.net/ 
 
  また、訪問・交流の様子を基に作成したビデオ「スタディーツアー イン マダガスカル」を作
成しました。その内容は、首都アンタナナリボの市場で、マダガスカル語を使って値切り交渉を

しながらバナナを買った時の状況、村に青年海外協力隊員を訪ねた時に体験したこと及びマダガ

スカルの学生たちとの交流会を開いた時の様子を編集したものです。首都の活気やマダガスカル

人の生活、村の青年海外協力隊員や村の人々の生活や明るさ、マダガスカルの学生たちの活気等

について表現しました。 
  その解像度を落したものは、ユーチューブ(http://jp.youtoube.com/)に掲載し、その際、日本語
だけではく英語でもキーワードを入れて、世界中の人が見られるようにしました。日本語では、

「マダガスカル」及び「開発」をキーワードとして検索すれば、このビデオだけが現れます(2008
年 2月初め現在)。 
  なお、他の場面も少しずつ編集して掲載して行きたいと考えています。 
  また、宮田顧問からの JICA への報告を JICA ウェブサイトに掲載して頂きました。そのアド
レスは次の通りです。 
 

http://www.jica.go.jp/hiroba/topics/2007/071017_02.html 
 
巻末資料 
  資料 8  国際開発研究会ウェブサイト 
  資料 9  JICAウェブサイトでの報告 
 
  (2)リーフレット作成・配布 
 
  開発途上国の現場を見ることの重要性についての理解を広めることの重要性を強く認識したた
め、自分たちの体験を基に、開発途上国の実際を見てみようという内容のリーフレットを 1,000
枚作成し、下記 JICA タウンミーティング等の行事の際に配布するとともに、公共施設等にも配
布しました。今後、大学・学校での配布等を行う予定です。 
 
巻末資料 
  資料 10  リーフレット 
 
  (3)JICAタウンミーティングへの出展 
 
  2 月 23日(土)にながおか市民センターで開かれた JICAの「にいがた国際協力タウンミーティ
ング」の際に設置された「国際協力・交流団体地球村」に出展し、マダガスカル訪問の事例を示

して、市民や若者に「開発」とは何かを考えてもらう機会にしました。なお、展示を行った団体

は、全部で 11団体でした。 
  この出展には、資料・ポスターの提供等により駐日マダガスカル大使館及びマダガスカル航空
も御協力下さいました。 
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巻末資料 
  資料 11  JICAタウンミーティング展示概要 
 
  (4)その他 
 
  新潟県内で最も広く読まれている新潟日報に、この訪問・交流の結果を基に、「開発」と何かを
論じた投稿を代表の高橋拓也が行いました。 
 
巻末資料 
  資料 12  新潟日報の記事 
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資料 1  開発とは何か 
 
 
  第二次世界大戦後、植民地が独立して「開発途上国」が世界の国の多数を占めるようになって
以降、「開発」についての考え方が展開してきました。 
  1960年頃までの考え方は次のようなものでした。 
 

・開発途上国はかつての先進国のたどった道を進む。 
・工業化が「開発」である。 
・1人当たり GNPを増やすことが「開発」である。 
・一部の人たちが豊かになれば、そのお金が流れて、他の人たちも豊かになる。 
・当時の「開発途上国」の大半を占めていたラテンアメリカを想定した考え方 

 
  しかし、多くの実証研究が行われた結果、1960年代後半になると、開発途上国の多くで経済成
長したのに、豊かな人が更に豊かになっただけで、貧しい人は貧しいままであること等が明らか

になり、その結果、1960年代終わりから、その反省に立った次のような考え方が出て来ました。 
 

・開発途上国はかつての先進国と同じ過程をたどるのが最善である訳ではない。 
・農村・農業も重要である。 
・貧富の差の緩和、農地解放等が重要である。 
・雇用、basic human needs(栄養、保健、住まい、基礎教育等)の充足が重要である。 

 
  しかし、1980年代に入ると日本を除く先進国は景気後退に悩み、援助に消極的になり、援助を
供与する場合も、国家開発計画の策定、経済の自由化等、色々な条件もつけるようになりました。 
  1990年代に入ると、東西対立を利用して先進国の要求を多少なりともかわしていた開発途上国
も、援助の見返りとして、経済、貿易、先進国からの投資の自由化等、米国、西欧諸国等の主張

する政策条件を受け入れざるを得なくなりました。しかし、他方で、アマルティア・センや国連

開発計画(UNDP)の人間開発指数(Human Development Index)など、 貧富の差、basic human 
needs、雇用、working poor対応の考え方の展開も見られました。 
  そこで注目されるのは、インド国籍でハーバード大学教授のアマルティア・センの考え方です。
彼は、これまでの考え方を統合しつつ「開発」とは何かについて、次のように明らかにしていま

す(ノーベル経済学賞を受賞)。これは、特にマダガスカルのような後発開発途上国にはよく当ては
まると思われます。 
 

自由の拡大は開発の目的であると同時に、開発の手段でもある。 
  ここで言う自由とは、経済、食糧・栄養、健康、衣服、住まい、安全な飲み水、衛生
などの個人に関わるもの、疾病対策、保健・医療制度、教育、雇用、平和・秩序維持、

政治的・市民的権利、コミュニティの活動への参加等の社会制度に関わるもの等と、非

常に幅広いものです。 
そのような「開発」において、個人が自分たちの生活を良くする力が根幹を成す。「貧困」

とは、そのような力が奪われた状態である。 
  ここで言う「個人が自分たちの生活を良くする力」とは、食糧、栄養状態、健康、衛
生、住まい、 読み書きなどの教育、自由に情報を得られること、みんなで自由に議論
して新しい共通の価値観を形成できること等、非常に幅広いものを含みます。かつ、個

人は、援助等の受動体ではなく、生活を良くする主体だとしています。 
 
  1990年以後毎年発行されて来た(資金不足のため 2007年からは 1年おきになるようです。)「人
間開発報告書 (Human Development Report)」において、国別の人間開発指数 (Human 
Development Index)の数値が示されています。この指数は、アマルティア・センの考え方に沿っ
て、個人が自分たちの生活を良くする力を示そうとしています。 
  しかし、そのような力が特に重要な後発開発途上国では、統計自体があまりないため、そのよ
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うな国の多くでも統計のある出生時平均余命(平均寿命)、識字率、就学率、1人当たり GDPだけ
を使い、最低値を 0、目標値を 1 として、その間のどこにあるかを示しています。平均寿命につ
いては、最低値を 25歳、目標値を 85歳としています。識字率と就学率に関しては、0%が最低値、
100%が目標値です。1人当たり GDPに関しては、最低値を 100ドル、目標値を 4万ドルとして
います。 
  そのうち、識字率と就学率については、2:1の割合の重み付けをした上で教育指数としてまとめ
ます。就学自体よりは実際に読み書きできることのほうが重要だからと考えられます。また、1
人当たり GDP については、金額が小さいうちはわずかな伸びが大きな効果を生じ、金額が大き
くなると、同じ額の伸びの効果が小さくなるとの考え方から、対数値で示しています。 
  「人間開発指数」は、以上の指数の平均値です。 
 

 
 

(UNDP, 2007: Human Development Report 2007/2008) 
 
  人間開発報告書 2007/08による 2005年時点での数値は、177か国について示されています(ア
フガニスタン、イラク、北朝鮮、ソマリア他については、計算できるだけの統計がありませんで

した。)。 
  そのうち 160位以下は次のとおりです。人間開発指数がほぼ同じでも、国によって、平均寿命
が長い国、短い国、識字率が高い国、低い国、1人当たり GDPが高い国、低い国の違いがかなり
あることがわかります。また、低位の国の多くが、植民地支配による撹乱(人種、宗教等の強調に
よって植民地住民を分断する支配、植民地管理境界を国境として独立せざるを得なかった実態等)
をひどく受けたアフリカの国であることもわかります。 
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資料 2  マダガスカルという国 
 
 
1. 古くから大陸から離れていたために固有種がとても多い国として有名 
 

   
(出典: 山岸哲「マダガスカルの動物」) 

 
2. 社会の基層も特異: 「アフリカに一番近いアジアの島」 
 
・無人だったこの島に、2,000ー1,000年前にインドネシアから来た人たちが社会の基層。 
・マダガスカル語はインドネシア語と同系統。 
・アフリカで唯一、お米を主食とする。(アフリカでは、一般に、お米は慶事等の時に食べる贅沢
な「野菜」。) 
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マダガスカルの小さな食堂の定食 タイで食べた夕食 
 
3. マダガスカルの「開発」の状況 
 
  マダガスカルの人間開発指数は、2 年前の報告では 0.5 を下回っていたものが、徐々に上昇し
てきています。 
  人間開発指数が同程度の他国に比べて、1人当たり GDPが小さいのが大きな特徴です。マダガ
スカルは、世界銀行の「世界開発報告書(World Development Report) 2007」において、 
    ・「1日 1ドル以下」で暮らす人の割合が 61.0%、 
    ・これは、数値のある 94開発途上国中下から 5位 
 

 
 

 
4. 2007-2011年の国家開発計画の数値目標 
 
  人間開発指数向上を第１の目標に掲げているのが、他国にない特徴です。神戸大学博士課程出
身のイヴさんが中心になって作りました。 

項目 2005年 2012年 項目 2005年 2012年 
人間開発指数 146位 100位 経済成長率 4.6% 8-10% 
貧困率 85.1 % 50 % GDP 50億ドル 120億ドル
出生率 5.4 3-4 1人当たり GDP 309ドル 476ドル 
平均寿命 55.5歳 58-61歳 外国からの直接投資額 0.84億ドル 5億ドル 
識字率 63% 80% 世界銀行ビジネス環境順位 131位 80位 
中学卒業率 19% 56% 汚職指数 2.8 5.2 
高校卒業率 7% 14% 土地登記率 10% 75% 
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資料 3  田中さん講演会 
 
 

 

 

田中さん講演会ポスター 田中さん講演会の様子 
 

  
田中さんのパワーポイントの内容 
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資料 4  マダガスカル訪問行程図 
 

行程

9月7日(金)発

21日(金)着
8日(土)着

17日(月)発

17日(月)着

21日(金)発
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資料 5  マダガスカル訪問地図 
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資料 6  訪問・交流写真 

 

成田を出て、アンタナナリボの町に着くまで 
 

9月 7日(金) 
 
  台風が関東地方に襲来したため、成田空港に到達できるかどうかが強く懸念されたものの、上
越新幹線は平常運行され、予定通り成田空港に到着。 

新幹線で上野到着 
 

京成日暮里駅で成田空港行きを待つ。 
 
  ところが、バンコクに着いてみると、マダガスカル航空の機体に問題が生じ、マルセイユまで
行って修理してくるとのことで、空港内のホテル券が乗り継ぎカウンターで 用意される。 

乗客全員にホテル券が渡るのを待つ。
 

ホテルの向かえの車を待つ。 
 
9月 8日(土) 
 
  乗り継ぎ客である我々はタイ入国の手続きをしていないが、そっとショッピングセンターに行
ってみた。 

 
マダガスカル航空がホテルで無料の昼食を用意してくれて

いたが、ショッピングセンターの大衆食堂で食べてみた。

 
18時間遅れで、19時に漸く搭乗の時間になる。ア

ンタナナリボ着は 24時を過ぎる。 
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9月 9日(日) 
 
  ホテルで遅い昼食の後、まずは、日曜には 13時で閉まるスーパーマーケット(南アフリカ資本)
に行って飲み水等を購入。続いて、町に慣れるために、市場等まで散策。当初は、そういったこ

とを土曜日にやって、日曜日はツィンバザザ動植物園に行く予定だったが 1週間後に延期。 
  夜は、アンドゥリアマンジャトゥ元郵政・通信大臣御夫妻が、御自宅での夕食に招待下さる。
同大臣のお父様(元国会議長)もいらっしゃっていて、夕食ばかりでなく、大臣のピアノ演奏、ピア
ノに遭わせた夫人の歌、そして元議長のピアノと、大歓迎を受ける。 

 
ホテル・サカマンガの中庭で遅めの朝食 ホテルを出て町を歩き始める。 Plance d'Independenceから 

 
日曜日で市場は休みだが、路上で野菜、

果物等を売る人達が大勢いた。 
建物内の店は閉まっていても、その

前の路上の店はにぎわっていた。

遅い昼食を独立大通りに面した店で

とる。 

 
アンドゥリアマンジャトゥ元郵政・通信

大臣のお宅で。 

  

 
 

各種機関・団体事務所に伺う(1) 
 

日本大使館、JICAなど 
 
9月 10日(月) 
 
  まず日本大使館に行って、予定表等を提出。サカマンガの前で早朝に強盗があったとのこと。
新潟大学出身の医務官に面会予定であったが、御不幸のために急遽帰国され、面会はかなわず。

その後、保健学科の齋藤は、アンドゥリアマンジャトゥ夫人の御助力により、公立病院の視察へ。 
  午後、JICAマダガスカル事務所訪問。所長が、マダガスカルの開発課題、ODA等について説
明をして下さる。その後、齋藤は居残って、保健・医療関係の話をお聞きする。 
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外川所長自ら説明下さる。

 
JICA事務所の横から見た丘の町アンタナナリボ 

 
 

各種機関・団体事務所に伺う(2) 
 

NGO、大統領府等。また、アンタナナリボ大学を訪問。 
 

9月 11日(火) 
 
  自然林保護等と地域住民の生活向上を組み合せた活動を行っているマダガスカルの NGO
「FANAMBY」のラジャウベリーナ専務理事を訪問。3年連続でアンジュズルベのプロジェクト
を 訪問していることに触れつつ、歓迎して下さる。叔父が駐日大使をしていたとのこと。今年か
らは、無農薬のバニラ、伝統米(赤米)等のフェア・トレードの活動を始めた。必要年数の実績を積
んで認証を得る予定とのこと。そのバニラを頂く。他方、伝統米を購入。伝統米の箱には、売り

上げを誰にどう配分するかがグラフで示されている。 
  午後は、理学部(生物学・生態学)のラライナ・ラザフィアリスン教授(元環境事務次官。国費留
学生として一橋大学博士課程修了)を訪ねてアンタナナリボ大学へ。明治大学出身の環境経済学の
先生他を紹介して下さるとともに、構内を案内して下さる。途中、今年入学したという唯一の日

本人学生(農村開発専攻)と偶然に会う。 
  夕刻、イヴハシナ・ラザフィマヘハ大統領府国家開発計画事務局長(国費留学生として神戸大学
博士課程を修了)を訪問。大変な多忙の中、親しく歓迎下さる。 
  齋藤は、午前中、サン・フランソワ診療所・産院(通称 Clinique des Seours)を訪問。午後、アン
タナナリボ大学に同行の後、翌日の母子保健プロジェクト等の視察のためマハジャンガ（フラン

ス名: マジュンガ)へ。 

 
「FANAMBY」の売り出したアンジュ

ズルベ産の赤米の箱。 
1箱 500グラム入り。 

 
その箱に印刷されている売り上げ配分のグラフ 

(ar = アリアリ（マダガスカルの通貨。1,000アリアリが約 70円)) 
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アンタナナリボ大学理学部で 

ラライナ・ラザフィアリスン教授他と 
 

アンタナナリボ大学理学部の中庭

アンタナナリボ大学構内の一部 

 
経済学部前 

アンタナナリボ大学の前の食べ物屋

を中心とした店舗。学内の食堂の価

格が学生にとっては高いため、学生

の多くはこういった店で食事をとる

とのこと。 

同じくアンタナナリボ大学の前の近

距離のミニバス 

 
アンタナナリボ大学前入り口で 

 
イヴハシナ・ラザフィマヘハ大統領府開発 5か年計画事務局長と。 
なお、同事務局長は、10月 27日に経済・貿易・産業大臣に就任。 

新閣僚についての大統領府の発表(大統領府ウェブサイト): 
http://www.madagascar-presidency.gov.mg/index.php/ 

view/news/item/793 
 

 
マダガスカル政府機関訪問(3) 

そして、マダガスカルの学生達との意見交換会 
 

9月 12日(水) 
 
  午前中、国立公園等の管理を行う特殊法人・マダガスカル自然保護区管理協会(ANGAP)を訪問。
事業部長が急遽南アフリカ出張となったため、ティアナ・アンドゥリアマンガ情報課長他がお会

い下さる。 
  午後、国連開発計画、国連広報センター及び環境庁の協力の下にマダガスカル・ガールスカウ
ト連盟が準備をして下さったガールスカウトのメンバーを中心とした学生達(男子学生を含む。)
との意見交換会。日本からの学生各々が、出身地の紹介、日本社会の直面している環境問題、対

外依存、通勤混雑、食の安全等について論じ、これに対して多数の質問が出た。また、その後 2
晩続けてホテルに来て、学生達の部屋で飲み交わしながら話し込んだ男子学生もいた。 
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タクシーで ANGAPへ。市内の移動はいつもタクシー。タクシーは料金交渉
が必要。外国人の多いホテルの前のタクシーは高めに言う。他の場所のタク

シーは、初めから妥当な値段を言うことが多い。一般物価に比べるとガソリ

ン価格の高いマダガスカルのタクシー運転手は、極端な省エネ運転。一時停

止でのエンジン停止は当たり前。下り坂でもエンジンを切る。軽量化のため、

ガソリンは少量しか入れない。走り出すとまず給油することがしばしば。し

かし、目的地に着くに十分なだけしか入れないので、あっと言う間に給油終

了。 

 
ANGAPで。手にしているのは、国
立公園の入園料収入の半分を地元の

小規模開発に配分する方法が先進的

であるとして愛知万博の際に受賞し

た「愛・地球賞」の賞状。 

 
学生等との意見交換会 

 
 

最後まで後片付けをやっていたマダガスカルの学生たちと会場前で。 
 
 

意見交換会で日本の学生達が用意したパワーポイント 

  
（注) マダガスカル語で「saka」はネコ、
「maki」はキツネザルを意味する。 
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地球環境ファシリティーの資金で NGOの 
実施するプロジェクトを訪問 

 
9月 13日(木) 
 
  国連開発計画(UNDP)と FANAMBYの御協力により、地球環境ファシリティー(Global 
Environment Facility: GEF。世界銀行、UNDP、国連環境計画(UNEP)が共同で管理して、開発
途上国が地球的な環境課題に取り組むのを支援するための資金供与の仕組み)の資金から UNDP
担当で運営されている小規模資金協力として FANANBYが実施しているアンジュズルベの残存
自然林の保護区化と隣接農家の収入増加策を組み合せたプロジェクトを日帰りで訪問。アンジュ

ズルベの町から先は、四輪駆動車でないと走れない悪路。 

 
アンジュズルベに向かう途中の一般

的な風景 

農村部では薪、都市では炭が燃料であ

るマダガスカルでは、このように切り

株を残して伐り、そこから再び木が伸

びて 10 年以上すると伐れるようにす
る（萌芽更新)のが一般的。残存自然林
を除くと、ほとんどの林がそうなって

いる。日本でも広く行われていた薪炭

林の維持のやり方。炭は、農村の人た

ちにとって重要な現金収入。 
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薪炭林の内部。切り株からの萌芽更

新がよくわかる。 
一派的な川での洗濯。川は濁ってい

るが。) 
道路の狭いマダガスカルのバス 

 
途中の集落で売られていたウナギの

干物。 
大きくおいしそうに成長したキャベ

ツが途中で見られた。水分保持のため

に穴の中で野菜を栽培する方法があ

ちこちで見られる。 

 
地元の食堂での一般的な食事 

 
マダガスカルでは小さな食堂をホテ

リと呼ぶ。 
FANAMBYのプロジェクト事務所の

前で 

 
残存自然林保護プロジェクトに接する農家では、訪れる度に、新しい作物、

特に換金作物になり得るものの栽培を拡大させている。最初の年に案内し

て下さったこの農家の話を聞いた。手前はタピオカ。向こうに見える池も、

まだ昨年から魚（ティラピア)の養殖を始めたものとのこと。インゲンの栽
培等は、Fanambyのプロジェクトの一環として始めたが、魚の養殖を含め、
他の工夫の多くは、独自に始めたものとのこと。インゲン、魚等は、アン

ジュズルベの町に行って、店や仲買人に卸すのではなく、自分で売ってい

るとのこと。プロジェクトで始めたインゲンの栽培結果自体は良好とのこ

とだが、出来高が気象条件等に大きく左右されることと、出来高が少ない

ことが課題と思うとのこと。 

新たにパッションフルーツも植えら

れていた。その花。 

パッションフルーツの実。 
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プロジェクトの一環のキャンプ地の

施設整備がさらに進んでいた。農家

では、従来、こちらから流れてくる

小川の水を飲用にしていたが、人が

入るようになり、汚染の心配がある

ため、前記の養魚池のほうを水源に

変更したとのこと。 
 

この残存自然林は、昨年、保護区に

仮指定され、現在、本指定に向けて

管理計画作りの作業が行われている

とのこと。仮指定とともに養成され

た地元の人によるガイドにより残存

自然林の中を歩いた。 

 
一昨年案内をして下さった農家の御

主人 

 
農家。 

 
残存自然林とそれに接する農地。学生

が農家の御主人に、生まれた頃と今と

のこの付近の風景の違いを訪ねたと

ころ、かつてはこれらの谷間は湿地で

あったが、自分が水田として開拓した

ことが大きく異なり、しかし、その周

辺の自然林や、森林が無くなって草地

になってしまっている風景はほとん

ど変わっていないとのこと。農業をや

りたいと考えているこの学生が、農家

の心構えについて更に訪ねたところ、

「常に働き続けること。そうすること

で初めて食べていくことができる。」

との答えだった。家族数も増える中

で、農地の拡大と作付けの工夫等の努

力を重ねて初めて生活していけると

いうマダガスカルの農家の実態を反

映していると思われた。 

 
 

村に青年海外協力隊員を訪ねる 
 

9月 14日(金) 
 
  JICAの御協力により、アンタナナリボから車で 1時間行き、更に悪路を 30分ほど行ったとこ
ろにあるごく小さな村アンブヒチャンガヌの小学校に派遣されている青年海外協力隊員を訪問。 
  そのまま、夕刻には、アンダシベの国立公園のすぐ外にある宿へ。 

 
途中の風景 

 

 
小学校の校舎（左)とトイレ。トイレは
傷んでいる。また、生徒はほとんど使

わないとのこと。 

傷んだままのトイレの扉 
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電気もない村である上、窓も大きくな

いので、暗い教室(この写真は明るく仕
上げました。)。教室数が足りないので、
2 学年一緒に授業。急に地域の先生方
の会議が入ったため、この日学校は臨

時休校。 

環境教育のためのポスター。 

 
教室で、協力隊員から説明して頂く。 雨漏りのために天井がかなり傷んで

いる。 
生徒の家族によるボランティアの

教室補修 

 

 

学校の運営費がないので、協力隊員

の音頭取りで、村の有志が、首都で

売るための野菜を栽培。初代隊員が

アスパラガスで始めた野菜の種類

は、2代目隊員となり、かなり広がっ
ていた。そのようなニンニクの植え

付けに精を出している農家の方にお

話を伺う。しかし、首都まで売りに

行く交通費が工面できないため、こ

れまでのところ隊員がホテル等に売

りに行っている。 

   

2 年前の訪問時には右のようにきれ
いだった隊員のトイレは、屋根も崩

れ落ち、壁もかなり崩れきていて、

見る影もなかった。雨期にはどうし

ているのだろうか。隊員個人は非常

に明るく、元気だが、住まいも天井

が低く、テントのような状態。住ま

いの条件は悪い。 

 
ちょうど隊員の住まいの水がなくなっていたので、みんなで水汲み体験を

させてもらった。水源から溝が掘られて、集落に比較的近いここまで水が

引かれている。水は少し濁っている。村の人達はそれをそのまま飲んでい

るとのこと。隊員には、JICAから浄水器が与えられている。 

 
村の女性は、頭に乗せた水から手を離

し、片手に荷物、もう片方の腕で子供

を抱くなどしているのが普通。隊員は

まだ片手でバケツを支えながら歩く。
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首の後ろにこぶのある、マダガスカ

ルで一般的なゼブ牛とすれ違う。

この村の人達は畑作に熱心に取り組

んでいる。段々畑を作り、更に段のそ

れぞれに溝と水を貯める穴を掘って、

少ない降水量に対処している。この畑

作りは、他の集落に比べてかなり熱

心。 

 
自給自足型の村で隊員が自炊することは難しく、初代隊員に引

き続き、集落内のあるお宅で食事をさせて頂いている。我々も、

昼食用に持参のサンドイッチに加えて、その家の方のご飯と野

菜スープ、タロイモ等を一緒に戸外で頂いた。 

 
村の方から頂いた昼食。たくさんのご飯(伝統の赤
米)、タロイモ、野菜のスープ。隊員によれば、野
菜のスープにたくさんの豆が入っている点、いつ

もよりも豪華とのこと。 

 
 

重要な外貨収入をもたらし、また、入園料の半額を地元の 
小規模開発プロジェクトに配分している国立公園を訪問 

 
9月 15日（土) 
 
  午前中、アンダシベ・マンタディア国立公園のインドリ保護区を訪問。国立公園ではガイドを
つけることが義務づけられており、我々には英語のガイドさんがついた。昼食後、アンタナナリ

ボに戻る。その途中、ムラマンガの町に立ち寄った。 
  アンタナナリボに戻ると、予約してあったホテル・サカマンガの建物の一部が壊れたとして、
すぐ近く の長期滞在者用の宿が用意されていた。クレジット・カードが使えない施設で、しかも
週末で換金もできないのであわてたが、サカマンガがクレジット・カード で受け取り、それを実
際の宿が受け取ることで決着。しかし、とても広い部屋になった。 

 
シロアリの塚 ガイドさんはしばしばフランス語読

みで単語を言うので、フランス語を全

く知らないとわかりにくいかもしれ

ない。 

最大のキツネザルであるインドリ 
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インドリを見上げる。 

落ちてきたインドリの糞 国立公園の外を含め、様々なカメレオ

ンが見られる。 

 
ムラマンガでは、市場の生地屋が集

まっているところに立ち寄った。 
マダガスカルの地方都市に多い人力

車(「プスプス」と呼ばれる。) 

 

 
 

青年海外協力隊員の皆さんと昼食 
その後、ツィンバザザ動植物園訪問 

 
9月 16日（日) 
 
  アンタナナリボ付近の青年海外協力隊員のみなさんと、ホテル・サカマンガの中庭でビュッフ
ェ昼食を取りながら懇談。たまたま歯の治療に地方から来られていた隊員及び村の人達に代わっ

て首都に野菜を売りに来た一昨日の村の隊員も来て下さり、計 5名の方とお話できた。JICA事
務所から帰る時にちょうどタクシーから降りて来られた、やはり地方の隊員、また、日本人経営

の旅行会社で会った方を含めると、今回は 計 7名もの隊員とお話できた。 
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ツィンバザザ動植物園入口付近の賑わい

 
ワオキツネザル 

 

 
 

7:45の飛行機に乗り、バンコクに夜到着 
 

9月 17日（月) 
 
  宿を 5:15に出て、7:45の飛行機でバンコクへ。バンコクのホテル到着は午前 1時近くになっ
た。 

 
離陸した後、東に向かう。 海岸からマダガスカルを離れる。 おそらくは給油を第一の目的とし

て、フランス領レユニオンに立ち寄

り。 
 

 
FAOアジア・太平洋地域事務所訪問 

 
9月 18日（火) 
 
  FAOアジア・太平洋地域事務所訪問。次長を含め 3人の方々が時間をとって、国際機関や国際
機関で働くことの意義や心構え、現場経験の重要性なども話して下さった。 

 
FAO訪問 FAOの隣の、川べりのレストランで

昼食 
昼食の後、チャオプラヤ川の定期船

に乗る予定だったが、海軍のお祭り

の練習のために川が閉鎖され、定期

船は運休していた。そこで、近くの

タマサート大学に行ってみた。 



33 

 
タマサート大学の学生食堂 ショッピングセンターの大衆食堂と

同じく、小さな店がたくさんあって、

そこから好きなものを買って食べる。

  
タイボクシング部。外国人学生ばかり

なので、タイ人学生はいないのかと聞

くと、いるとのこと。この時は、タイ

人学生は 1人(女性)しかいなかった
が。広島大学の相撲部員がほとんど留

学生というのに似ている。日本人学生

も 5人入っていて、うち 4人が女子学
生とのこと。 

数年前にできた高架式鉄道{スカイ
トレイン」。1997年の経済危機も
あって、道路の深刻な渋滞が一時緩

和したが、再び、渋滞は深刻になっ

ていた。タマサート大学からの帰り

も、我々のホテルの方向の渋滞を嫌

うタクシーの運転手たちから次々

と乗車拒否に遭い、ホテルにはバス

を乗り継いで戻る結果になった。

 
夜の屋台 タイの知人と夕食 

 

 
 

国連環境計画(UNEP)アジア・太平洋地域事務所訪問 
 

9月 19日（水) 
 
  バンコク国連ビル内にある国連環境計画アジア・太平洋地域事務所訪問。次長が対応下さる。
併せて、国連ビル内のカフェテリアで昼食をとって国連の雰囲気を味わい、売店でお土産を買い、

更に、別にある国連グッズのお店でも買い物。ここで、岡山大学医学部保健学科の先生と学生達

と出会う。その後、スコールのためにすぐに外に出られず、暫く国連ビルで待機。 
  雨が上がったので、国連ビル前からエアコンバスでチャオプラヤ川へ。川の手前のバス停で降
りる予定が、言葉の問題のため、川の向こう側のバス停まで行ってしまう。しかし、そちらにも

桟橋があったので、実態上の問題は無し。上流のノンタブリまで行き、折り返してタクシン橋の

「スカイトレイン」の駅のところまで行く。ノンタブリで、学生 1人が乗り損なったが、次の船
に乗って来て合流。その学生を待っている 間に別のタイの知人から一緒に夕食をとろうという電
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話があったので(人の多い場所でのテロがあるので、情報収集等のために空港で借り、空港で返す
携帯電話を借りていた。)、伊勢丹のところで待ち合わせ。彼が大渋滞のために 5キロ先から 2時
間かけて到着するまでの間、伊勢丹でたっぷり買い物。 

 
国連ビルのカフェテリアで、UNEP

の次長と昼食 
国連ビルの中庭 

 
国連ビルのゴミの分別収集 

 
国連ビル内で見かけた職員ポストの

空席公告。今回は、専門機関の空席公

告が多かった。 

チャオプラヤ川の手前で降り損な

い、川を渡ったところでバスを降り

た時 

 
チャオプラヤ川の定期船から 

 
ノンタブリの町には人力車もある。

人力車引きの多くは若くない。 

 
「タイスキヤキ」の夕食。タイ人の知

人の来ている黄色いポロシャツは、

2006年に国王が在位 60周年を迎えた
ことを祝う気持を表すためにタイ人の

多くが着ているもの。公の場でも通用

するので楽。 
 

 
古都アユタヤ見学 

 
9月 20日（木) 
 
  学生だけで、タイの第 2王朝の都だったアユタヤにワゴン車バスで往復。体調の悪い引率者は
豪華病院に行き、食あたりだと言われる。 
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アユタヤの遺跡  

 
森林伐採禁止等のために大量失業した

ゾウたちがアユタヤで観光客を乗せて

いた。 

  
1990年にミャンマーの国有林を見学した際の集材作業の実演。アユタヤのゾ

ウたちも同様の作業に従事していたことだろう。 

 
海外のお金持も治療に来る豪華病院 夜になっても渋滞するバンコクの

通り 

 
渋滞のためにタクシーが乗車拒否する

ので、今夜もバスでホテルに帰る。 
 

 
バンコクを出て成田に到着 

 
9月 21日（金) 
 
  午前 6:50の飛行機でバンコクを出て、15時に成田到着。解散。バンコクでは、午前 4:15にホ
テルを出たのにかかわらず、荷物検査、出国審査等のために、みやげ物を買う時間がなかった。 

 
富士山が見えた。 

 
房総半島の南を回って犬吠埼の上で左旋回して北西に進み、 

折り返して南東向きに着陸。 
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資料 7  報告会 
 
 
1. 報告会ポスター 

 
学生向け報告会ポスター 

 
市民向け報告会ポスター 

 
2. 報告会資料 
 
  10月の学生向け報告会と 12月の市民向け報告会では、ほぼ同じものを使用しました。 
 

坂牧光恵(新潟大学農学部 2年) 
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高橋寿明(新潟大学工学部 4年) 
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高橋拓也(新潟大学経済学部 4年) 
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齋藤君枝(新潟大学医学部保健学科准教授) 
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武内貴之(中央大学文学部 4年) 

 

(ビデオ「スタディーツアー  イン マダガスカル」(約 25分)による報告) 
以下は、そのビデオ画面の一部を静止画にしたものです。 

報告会で使ったものに多少の解説を加えたものを Youtubeにも掲載しています。 
http://jp.youtube.com/ から、「マダガスカル」、「開発」で検索すると、このビデオが出てきます。
(2008年 2月初め現在、「マダガスカル」、「開発」での検索では、このビデオだけが出てきます。)

なお、解像度を大幅に低くしてもなおファイルが大きいので、5分割してあります。 
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資料 8  国際開発研究会ウェブサイト 
 
 
「アジアの国マダガスカル訪問・交流事業報告」トップページ 
(http://kokusaikaihatsuken.net/mada2007.aspx) 
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資料 9  JICA ウェブサイトでの報告 
 
 

http://www.jica.go.jp/hiroba/topics/2007/071017_02.html 
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資料 10  リーフレット 
 
 

  表 

  内側 
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資料 11  JICA タウンミーティング展示概要 
 
 

 

  

 

   

   
  

         

      

      
 
会場風景 
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資料 12  新潟日報の記事 
 
 
2007年 10月 16日  新潟日報 

 
 
  テキストは次のとおりです。 
 
  開発途上国との交流を通し、国際協力の在り方を考える新潟大学生らのグループ「国際開発研
究会」のメンバーら六人が九月、アフリカ東部の島国マダガスカルを訪問した。現地の暮らしや

教育事情などについて、代表の同大経済学部四年高橋拓也さんに寄稿してもらった。 
◇ 

  マダガスカルは、サルのアイアイ、大きなバオバブの木などで知られる自然豊かな国で、訪れ
る日本人も増えている。一方、国民の六割以上が一日一ドル以下で生活し、「貧困国」といわれる。

二週間の滞在期間中、国際協力機構(JICA)事務所、政府系機関、非政府組織(NGO)やプロジェク
トを訪問した。 
  日本の青年海外協力隊員一人が派遣されている村が、最も印象に残る。貧困を想像していた僕
が見たのは平和な農村風景で、飢餓や栄養失調で村民が日々死んでいくということは全くなかっ

た。 
  マダガスカルは稲作が盛んで、世界でも有数の米消費国だ。訪れた村ではふかしたタロイモ、
野菜のスープ、ご飯というフルコースを振る舞ってくれた。その食事内容からは一見、彼らが幸

福そうに見えた。 
  しかし、広い意味での社会資本整備に目を移せば問題が見えてくる。小学校には十分な教材も、
サッカーボールを買うお金もなく、校舎は雨漏りしたまま。正式な教員は校長しか配置できてい

ない。農村には電気はおろか井戸もなく、汚れた水を飲んでいるのが普通。医療体制は整わず、

離れた町の医者に行こうにも道路がない状況だ。 
  同国全体でみると、出生児千人のうち百二十三人が五歳未満で死亡(日本は四人)し、十万件の
出産があれば五百五十件で母親が死亡(同十件)している。 
  教育や医療が不十分なため、自分の能力を発揮して生活向上できないことこそが、実際に見え
てきた「貧困」だった。「一日一ドル以下の生活」のイメージと現実との大きな差、現場に行って

初めて分かることが無数にある。僕はこれからも、何らかの形で途上国とかかわっていくだろう。

 


